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靴底の摩耗と歩様に関する研究
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被　　服

　目的　人間は歩行に伴う様々な衝撃や摩耗から足を保護するために、靴を着川する。そ

の靴底の摩耗について検討した結果を報告する。

　方法　靴底の摩耗状態を観察する為に、都内在住女子大学生の廃棄予定の婦人靴を百余

足入手した。次に、歩様と摩耗の関係を調べるために、摩耗状態に特徴のある数名を選び、

歩行時の足底の圧力変化（垂直圧力）と重心の移動を、圧力分布測定システム（F－S C

ＡＮ）を用いて測定した。条件は裸足の場合、ヒールm.）の低い靴の場合、ヒールの低

い靴に日常持ち歩いている荷物を持った場合（肩に掛ける等）、ヒールの高い靴の場合と

した。

　結果　靴底の摩耗部分は睡の外縁（ほとんどの靴にみられた）、ボール部、つま先の３

ヶ所で、摩耗状態は３ヶ所が細合されており、跨だけ、跨とボール部、蹟とつま先、全体

とに大別できた。圧力分布測定からは、靴底n摩耗部分が践だけの人は、裸足の垂直圧力

は跨接地時とつま先離床時でほぼ同じ値だが、ヒールの低い靴を着用すると、趣接地時が、

２割程大きくなる。逆に、跨とつま先が摩耗している人は、裸足でもヒールの低い靴を着

用しても、蹄接地時よりつま先離床時に垂直圧力が５割近く大きな値を示した。又、裸足

において静かな着床者は、ヒールの低い靴を着川すると、睡接地時の値がつま先離床時の

値と同値となった。以上それぞれの結果は、片方に荷物をかけても同様の結果が得られた。

ヒール高い靴の場合については、摩耗状態と垂直圧力によい関係がみられなかった。

2 Fa－2 毛布の初期性能の耐久性
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　目的　毛布は日常の使用によって摩擦や圧縮などの変形を受けやすく、初期性能が変化

すると考えられる。また、毛布の汚れの除去と疲労の緩和のための洗濯によっても毛布の

物性は変化する。これまで毛布の肌触りのよさや温熱的な快適性能を客観的に評価する方

法を導き､･毛布の初期性能が明らかとなっている。本研究では、洗濯及び毛布の使用方法

としては最も過酷な敷毛布としての使用時の疲労による圧縮特性と表面特性の変化、寸法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'゛k-　　-- a　●-･・ka-4t　S，　●Sf
変化、熱物性の変化を測定し、それらの特性値から初期性能の耐久性を明らかにする。
　方法　試料は、既に客観的にその品質が評価されている市販の家庭用及び業務用毛布78
種の中から、繊維の種類、布の構造の異なる高品質、普通、低品質の毛布、計12種を選定
した。洗濯は、最終的に10回の商業洗濯によるドライクリーニング及び綿毛布３種類につ
いては水洗濯を行ない、敷毛布としては就寝時に3O日間使用した。洗濯後及び就寝後の寸
・　-･s戸″･゛μu●･n･二-IJv一●/-　●/4r-Iw/'●/ﾆ'ﾆw/　　　　~f万　..万．、六法変化を記録し、毛布の厚さと重さ、25cm2の加圧板を用いた圧縮特性、lctnxlcmの摩擦

子を用いた表面特性．熱・水分移動特性、接触直後の最大温度変化速度や毛布の構造の間
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接的目安として通気抵抗を測定し、初期性能の耐久性を評価した。

　結果　洗濯や敷毛布としての使用後の毛布の特性変化として、全般に厚さの減少、圧縮

レジリェンスRCの低下、表面摩擦特性MIU．MMD、表面粗さSMDの増加がみられた。
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履歴現象の増大から、毛布の性能劣化が予測された。また、厚さの変化より熱物性の変化

として、保温力の低下が数量的に捉えられた。
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